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戦
争
激
化
と
と
も
に
統
合
、
休
刊
を
弥
い
ら
れ
た
美
術
雑
誌
は
、
二
十

一

年
、
戦
後
の
過
酷
な
物
汽
不
足
の
な
か
で
次
々
と
復
刊
さ
れ
た
。

八
月
に
は

『
ア
ト
リ
ニ
』
が
、
九
月
に
は
『
み
づ
ゑ
』
が
復
刊
さ
れ
、

『
三
彩
』
が
創
flJ

さ
れ
て
い
る
。

『
文
の
国
』
は
十
二
月
に
復
刊
さ
れ
た
が
、
そ
の
編
択
雑
録
の

な
か
に
主
幹
の
石
川
宰
三
郎
は
次
の
よ
う
に
内
い
た
。

煙
の
や
う
に
秋
森
の
立
ち
こ
め
た
上
野
の
森
に
、
う
た
ご
え
が
打
ち
ひ
び

＜
o

-
音
架
駆
校
、
美
術
応
校
に
若
人
の
溜
息
が
悩
み
と
な
り
歓
ぴ
と
な
っ
て

流
れ
る
。
あ
た
た
か
な
松
西
術
祭
だ
。
冷
た
い
美
術
館
の
輔
廊
に
日
股
見
物
の

靴
音
が
符
し
て
ゐ
る
。
上
野
の
森
の
祭
典
と
行
れ
に
人
の
心
が
弥
く
ひ
か
れ

る
の
は
そ
こ
に
生
活
の
希
望
の
窓
を
見
よ
う
と
し
て
ゐ
る
の
で
あ
ろ
う
。
空

911
な
人
生
に
俯
熱
の
灯
を
か
4
げ
て
く
れ
る
も
の
ほ
炉
伝
術
で
あ
る
か
ら
で
あ

る
。
上
野
の
森
が
聖
な
る
藝
術
の
森
に
似
し
て

一
切
の
邪
悪
を
追
は
ら
は
ね

ば
な
ら
な
い
。

芸
術
祭
と
銘
打
っ
た
音
美
両
校
合
同
の
第
一
同
学
園
祭
は
日
本
国
悠
法
発
布

祝
典
の
時
期
に
合
わ
せ
て
昭
和
二
十
一
年
十
一
月
七
日
か
ら
十
三
日
ま
で
開
催

さ
れ
た
。
本
校
生
に
と
っ
て
、
そ
れ
は
戦
時
下
の
重
圧
か
ら
開
放
さ
れ
、
男
女

共
学
と
な
っ
た
ば
か
り
の
と
き
の
新
鮮
な
体
験
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
学
史
の
上

か
ら
見
て
も
、
と
も
に
芸
術
を

11指
し
な
が
ら
異
常
な
ま
で
に
交
流
が
杜
絶
し

て
い
た
両
校
が
初
め
て
＾
＂

fni
て
行
巾
を
す
る
と
い
う
両
期
的
な
出
来
巾
で
あ

っ

プ
が
訪
れ
た
と
い
う
。

藝
術
祭
脱
催
次
第

敬
白

謹
啓
時
下
初
秋
爽
や
か
な
る
折
柄
令
台
盆
々
御
甜
榮
の
段
奉
賀
上
候

て
、
そ
こ
に
活
気
と
典
布
が
生
ま
れ
、
祭
り
は
大
き
く
盛
り
上
が
っ
た
。
両
校

か
ら
選
ば
れ
た
芸
術
祭
実
行
委
且
と
指
沌
教
官
（
本
校
側
は
生
徒
課
長
西
本

順
）
の
活
躍
に
よ
り
順
調
に
開
秘
。
両
校
内
お
よ
び
都
美
術
館
横
の
広
楊
で
各

種
の
催
し
も
の
が
朕
り
広
げ
ら
れ
、
栂
物
館
の
表
炭
館
で
も
本
校
蔵
品
展
覧
会

が
聞
か
れ
た
。

こ
の
第

一
回
芸
術
祭
に
つ
い
て
は
小
松
光
義
、
深
見
実
郎
そ
の
他
諸
氏
か
ら

出
版
物
や
写
其
、
新
淵
等
々
の
衣
料
が
提
供
さ
れ
た
の
で
肉
容
を
把
掘
で
き

る
。
そ
れ
ら
に
よ
る
と
、
開
催
に
先
き
立
っ
て
汽
金
北
め
の
た
め
に
次
の
案
内

状
が
配
布
さ
れ
た
。

陳
者
今
般
東
京
美
術
慇
校
並
に
東
京
秤
兜
尿
校
根
生
を
主
閤
と
し
て
新
生
日

本
の
文
化
寄
典
と
併
せ
て
生
徒
の
志
氣
昂
楊
、
立11
架
、
美
術
の
将
及
並
に
根

園
結
束
強
化
を
ti的
と
し
て
上
野
の
杜
に
於
て
左
記
に
依
り
卵
伝
術
祭
を
邪
行

し
度
く
存
じ
候

就
て
ほ
こ
の
癌
術
祭
を
よ
り
盛
大
な
る
催
し
と
致
し
度
に
つ
い
て
ほ
我
が
文

化
藝
術
に
御
理
解
あ
る
殺
下
の
御
指
群
と
純
洒
的
御
採
助
を
賜
は
り
度
乍
無

躾
右
御
願
ひ
労
々
御
報
告
申
上
候

一
、
美
術
展
党
會

二
、
油
奏
合

三
、
禎
隅

四
、
迎
動
合

十
一
月
上
旬
開
催
の
豫
定
、
期

n及
合
場
確
定
次
第
御
案
内
巾
上
候
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追
而

近
日
中
係
且
参
上
御
顕
ひ
申
上
候
へ
ど
使
宜
上
左
記
へ
御
送
附
顕
ヘ

れ
ば
幸
甚
に
御
座
候

昭
和
二
十
一
年
十
月

祢
附
金
に
つ
い
て
は
「
芸
術
祭
奉
加
帳
東
京
美
術
学
校
校
友
会
」
に
二
十

名
足
ら
ず
の
卒
業
生
（
皆
大
体
百
円
寄
付
）
と
一
団
体
（
千
円
窃
付
）
が
氾
さ

れ
て
い
る
の
み
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
や
は
り
後
述
の
よ
う
に
浪
奏
会
、
油
劇
の

入
場
料
が
大
き
な
預
金
涼
と
な
っ
た
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。

行
事
の
あ
ら
ま
し
を
記
録
し
て
い
る
の
は
記
念
冊
子
『
第
1
回
藝
術
祭
』

だ
。
表
紙
に
は
音
美
両
校
の
マ
ー
ク
が
並
べ
ら
れ
、

「後
援
在
外
同
胞
救
出
学

生
同
盟
」
と
記
さ
れ
て
お
り
、
央
付
に
は
「
昭
和
二
十
一
年
十
一
月
八
日
発
行
、

編

輯

美

校

村

井

兵

一
‘

JI応

印

刷

炎

校

一

呼

元

治

、

発

行

所

束

音

校

富

持

登

美

子

束

」
と
あ
る
。

B
5判
二
十一
＿＿
頁
。
巻
頭
言
と
行
事

一
殴
表

京
美
術
学
校
々
友
会

京
音
楽
学
校
学
友
会

は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

牲
頭
言

東
京
都
下
谷
悩
上
野
公
園

束
京
心
口
架
尿
校
卑
友
合

東
京
美
術
學
校
校
友
會

第
一
回
上
野
杜
藝
術
祭
に
あ
た
り
て

會
長

一｝
＂
架
厚
校
長
小
宮
豊
陛

在
術
の
使
命
は
祉
合
と
接
鱗
し
祉
合
に
浸
透
し
社
合
を
高
め
る
黙
に
あ

る
。
そ
の
愁
味
で
祉
會
と
交
沙
の
な
い
藝
術
は
藝
術
の
外
逍
で
あ
る
。
製
民

が
一
年
の
沈
潜
を
秋
の
牧
穫
に
よ
っ
て
輝
や
か
し
き
似
切
を
つ
け
る
よ
う

10 • .— 8
 

日
に
、
上
野
に
仕
い
美
術
と
．
心＂
楽
と
の
根
徒
は
、

-
年
の
沈
潜
を
藝
術
祭
に
よ

つ
て
疲
拐
し
、
自
分
逹
の
牧
穫
を
も
つ
て
何
等
か
の
慈
味
で
社
合
に
寄
典
す

る
所
あ
ら
う
と
す
る
。
そ
の
寮
典
が
ど
れ
だ
け
の
債
伯
を
持
ち
得
る
か
は
、

一
に
社
合
の
批
評
｝
は
伐
つ
外
は
な
い
。
た
だ
我
我
の
期
待
す
る
所
は
、
面
後

の
一
年
一
年
の
沈
潜
が
年
鉗
に
輝
か
し
い
牧
穫
を
齋
ら
す
事
に
よ
っ
て
、
年

毎
に
そ
の
寄
興
が
輝
か
し
い
も
の
に
な
っ
て
行
く
事
で
あ
る
。

7一訴―|―日
公 ，時
開

庄
術
祭
式
典

邦
榮
荻
奏
合

時

ft（
究

生

流

）

時

ー

五

洋

長
唄
（
杵
足
六
左
面
門
）

時

琴

曲

（

宮

城

逍

雄

）

時
二

東
京
音
榮
根
校

数
官
及
生
徒
油
奏

交
喜
血

一

時
『
新
世
界
』
ド
ボ
ル
シ
ャ
ル
ク

時

ゴ
ー
ゴ
リ
米
川
正
夫
潤
五
大
合
引

『
天
地
創
造
』
ハ
イ
ド
ン

木

一九

『哀

虚

揺

贔

靡

コ

歌

劇

『

カ

ル

メ

ノ

』

抜

糸

よ

り

一

束
京
美
術
翌
校
秋
喜

一
同
一

東
京
昔
緊
ゆ
校
生
徒
全
且
＿

時

時

ゴ

ー

ゴ

リ

米

川

正

夫

繹

洋
兜
油
奏
合

I
 

r
検
察
官
』
碑
讐
麟
禎
出

一

五
東
京
昔
榮
限
校
生
徒
油
奏

金

一

、`

時

時

+

―
二
東
京
美
術
席
校
悶
劇
部
ー
同
ElIよ
束
り
京

時
ゴ
ー
ゴ
リ
米
川
正
夫
繹
時

土
一
『
桧
怒
官
』
鐸
讐
暉
油
出
＿
逗

洋

榮

茄

奏

合

↓

鯰

J
k-

束
京
音
榮
根
校
数
官
祓
奏
日
ゆ

時

時

迄
校
京

十
東
京
美
術
根
校
油
劇
部
一
同
＿
ニ

蔵
内
品

美

兜

派

奏

合

戟

術
u[ 
一生
表
限

束
原
音
榮
浪
校
放
宜
油
泰
徒
慶

一

館
校
―

帝
一

第
一
回
上
野
杜
舷
示
術
祭
行
れ
一
梵
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—.—―了一

芸
術
祭
に
省
す

「
検
察
官
」
配
役
表

「
検
察
官
」
の
ゴ
ー
ゴ
リ
に
就
い
て

ら

く

が

き

小

巻

元

隆

東
京
音
楽
学
校
洋
楽
生
徒
油
奏
会
東
京
音
楽
学
校
洋
楽
教
官
演
炎
会

「
天
地
創
造
」
の
解
説
歌
閲
「
カ
ル
メ
ソ
」
の
解
説

新

世

界

よ

り

解

説

東
京
音
楽
学
校
邦
楽
油
奏
会
邦
楽
油
炎
会
解
説

東
京
美
術
学
校
股
邸
会
蔵
＂
叩
解
説

H
録

迎
勅
会
及
び
仮
装
行
列
フ
ロ
グ
ラ
ム

そ
の
外
の
内
容
項
H
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

12 

合

場 午

7
 

月

十時ー一時

洋

榮

油

奏

合

音
校

金

子

登

,'
 

＂ィ

H
渋
谷

健 餅
ふ
土
大

＇ 

生
栖

一

洋
喪
羹
會

一
時
交
院
曲

『
新
世
界
』

活
物
展

紹
館
介

密

五

ド

ボ

リ

シ

ャ

ル

ク

大
合
唱
『
天
地
創
辿
』
ハ
イ
ド
ン
等々
合

時二

〔
拭
賽
〕

東
京
秤
榮
ゆ
校
生
徒
炎
歌
劇
『
カ
ル
メ
ソ
』
抜
幸
よ
り

束
狐
＂
榮
ゆ
校
生
徒
油
奏

f

一時
塁
塁
台

一

五
能
（
観
世
流
）

一

一
詐

架

油

穴

＾

合

琴
曲
（
山
田
流
）

店

一
時

火

ヤ

東

京

音
架
ゆ
校
生
徒
油
奏
二
束
窮
音
欝
子
校
殺
宜
生
徒
油
奏

l

:

9
,
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.

.

.

.

.

.

.

.

.
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t

ご
．r．．．．． 
,
 ．．．．．．．．．．．． ヽ
●

9

9
9
9

9
●
ヽ

9

9

9

9

、,

岱
日
午
前
九
時
よ
り
骰
装
オ
リ
ソ
ピ
ン
ク
大
會

運
動
合

・
野
外
油
奏
合

・
仮
装
説
技
及
大
行
進
↓
動
物
園
前
炭
場

F

後

ー一

前

一
束
京
甘
榮
ゆ
校
油
奏
楊
内

“ ” ” 
'
‘
ー
｛
I
江
L

＞
 ―ヽ 前
毀

上
野
の
杜

油
奏
会
、
油
劇
、
展
覧
会
、
運
動
会
の
内
容
に
つ
い
て
は
こ
の
冊
子
と
は
別

に
左
記
の
印
刷
物
も
配
布
さ
れ
た
。

秋
風
椋
々
と
し
て
上
野
の
杜
を
訪
ね
る
時
東
京
美
術
学
校
並
び
に
東
京
音

楽
学
校
生
を
主
体
と
し
て
松
術
祭
を
果
行
致
し
ま
す
。

敗
惨
の
内
よ
り
起
ち
上
る
新
生
R
木
の
文
化
に
奇
与
し
光
輝
あ
る

H
木
芸
術

の
狽
展
を
期
し
て
こ
4

に
我
等
の
芸
術
祭
を
計
測
い
た
し
ま
し
た
。

未
だ
未
熟
な
り
と
も
我
等
の
熱
と
慈
気
を
御
邸
党
下
さ
れ
御
指
祁
い
た
ゞ
け

れ
ば
幸
に
存
じ
ま
す
。

期
間
及
び
会
湯

入
場
料

束
麻
立
11
榮
学
校
生
徒
油
炎
会

美
術
学
校
牛
徒
油
劇

音
楽
学
校
邦
架
油
奏

音
楽
学
校
教
授
洋
楽
油
奏於

東
京
美
術
学
校
校
友
会
市
務
室

応
Il

音
突
限
校
限
友
会
れ
務
宇
i

ニ
ト
五
日

ョ
リ

於
各
会
場 藝

術

祭

東
京
美
術
学
校

應
京
知
記
学
校

+ -I• 五
仰闘 Ull

れ
闘

昭
和
廿

一
年
十

一
月
八
、
九
、
十
‘
|

-
、
十
二
日

（

金

）

（

土

）

（

11）
（

Ji)

（

火

）
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9

時

ー

12

時

1

時

1

4

時

8

二
這
這
ド
ニ
バ
:
[
」
_

ー

一

ー

1

美

術

学

校

展

究

会

東
京
音
榮
学
校
教
授

『
桧
察
官
』
同
前
（
五
円
）

9

土

洋

榮

派

奏

会美

術

学

校

展

覧

東
京
音
榮
学
校
生
徒
及
教
授

10

日

邦

榮

油

泰

会美

術

学

．
 

東
京
音
楽
学
校
生
徒

11

月口＿日
I
‘

-1
1

-（
十
一
月
八
日
—
ー
十
一
日
）

〔芳
〕

い
ゆ
校
蔵
品

I
N
I
I狩
野
邦
庄

「
悲
け
槻
音
」
等
：・
名
粛
数
十
点

〔古
粍
〕

向
尿
校
戦
且
股

I
I栃
原
龍
i

二

郎

安

井

曽

太

郎

小

林

秀

恒

迎

動

合。

安
田
寂

ト

宮

翌

隆

店

-

術

祭

會

長

東
京
音
楽
学
校
々
長

ー

仮

装

行

列

油

奏

会

ー

展

究

会（万口
に~

同

（
在

IIB)

じ

校
（
十
円
）

洋

榮

油

奏

合

右
に
同
じ

会

（
十
円
）

（
十
円
）
・闘
」--- I 

こ
れ
に
よ
っ
て
入
場
料
の
金
額
が
分
か
る
が
、
当
時
は
油
奏
会
な
ど
殆
ん
ど

無
く
、
人
々
は
こ
の
種
の
催
し
に
飢
え
て
い
た
か
ら
、
受
付
に
は
長
蛇
の
列
が

出
来
た
。
写
真
で
見
る
と
時
に
は
ス
テ
ー
ジ
の
上
に
ま
で
聴
衆
が
並
ん
だ
こ
と

が
分
か
る
。
し
た
が
っ
て
相
当
の
収
益
が
あ
り
、
そ
れ
が
芸
術
祭
全
体
の
運
営

汽
金
と
な
っ
た
の
で
あ
る
が
、
結
局
査
金
面
で
美
術
学
校
が
音
楽
学
校
に
依
存

す
る
か
た
ち
と
な
っ
た
。
そ
の
た
め
、
美
術
学
校
側
生
徒
代
表
田
原
（
旧
姓
村

井
）
真

一
氏
は
音
楽
学
校
の
教
投
会
に
呼
ば
れ
て
詰
間
さ
れ
た
と
い
う
。

油
奏
会
に
つ
い
て
は
木
E
9
の
束
京
音
楽
学
校
篇
で
触
れ
る
と
し
て
、
文
術
学

5 ヽ

フ
ァ
イ
ヤ
ー
ス
ト
ー
ム

り

生

徒

⇔

生

活

特
別
出
陳

2
‘
一
洋
架
油
奏

ク
ロ
イ
ツ
ア
ー
、

〔瓜
〕

辺

地

爪

丸

其

ノ

他

3
、

E
:田
!-

4
、
連
動
会
（
会
場
動
物
園
前
版
場
）

音
榮
根
校

・
災
術
限
校
合
併

競

戯

野

外

油

女

各

科

別

倣

製

競

争

音
突
大
行
進
ニ
ョ
ル
骰
装
行
列

十
二
日
運
動
会
終
了
後
美
校
二
於
テ

レ
オ

〔
．
〕

六 彦

ッ
ロ
ク
、
安
川
加
滋
子
、
巌
木
屈
理
、
野

平
櫛
川
中

石
井
節
一―
―

奥
村
土
牛

其
ノ
他

股

I
I在
狼
生
全
且

辰

I
I紅
箕
ニ
ョ
ル
美
術
駆
校
生
活
紹
介

「
ロ
ー
ラ
ソ

サ
ン
、
ル
オ
ー
ル
、
其
他
小
"lln
:：
・
:
」

松
田
椛

1035 第 1節昭和21年



昭
和
二
十

一
年
秋
、
油
閲
部
公
板
「
検
察
行
」

岩
田
健
氏
提
供
）

前
列
左
よ
り
橋
本
純
夫
、
大
野
、
菱
田
安
彦

後
列
左
よ
り
早
川
、
内
田
炎
也
、
佐
谷
光
能

仮装競技 （同上）

仮焚競技（仁IIIご：：：夫l£股彫 ・小松光汲氏提供）

•. 
‘
 

ーし

)
1
 

上
呂
同
比
ー
1
,
 

フ
芥
ッ
＂ロ
タ
人
ス
2

ー

1

り
行
よ察餃列r・2第

ー

超満員の油奏会 根本つね子の独唱
（小松光孜氏提供）

第4平戦後復興期 1036 



仮装競技（仁田三夫氏撮影 ・小松光汲氏提供）

l•il (M) 

野外油奏会（同）

1037 第1箱昭和21年
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同（同）



女装の寿美田与ー氏（同氏提供）

•• 

---．-
第11iIl

秋終原を行く仮装行列（力没田与ー氏提供）

第 1回芸術祭記念誌表紙

（小松光汲氏祓）

校
側
の

「
検
察
官
」
に
つ
い
て
言
え
ば
、
沿
田
健
氏

の
呼
び
か
け
に
応
じ
て
集
ま
っ
た
生
徒
た
ち
は
、
芥

川
比
呂
志
の
指
羽
を
受
け
て
熱
心
に
純
密
し
、
叫
H

ほ
力
の
こ
も
っ
た
油
技
を
見
せ
た
。
外
の
学
校
の
油

間
部
や
劇
団
か
ら
も
大
勢
見
に
来
て
、
俳
俊
座
の
ス

ク
ッ
フ
が
今
ま
で
の
学
生
旅
劇
の
な
か
で
一
番
良
か

っ
た
と
袢
め
た
と
い
う
。
上
野

iH昭
も
観
劇
し
た
こ

と
を
日
記
に
記
し
て
い
る
。
岩
田
氏
率
い
る
油
劇
部

は
そ
の
後
も
盛
ん
な
活
動
を
続
け
た
。

展
邸
会
は
、
前
出
の
行
北

一
究
表
お
よ
ぴ
配
布
印

刷
物
で
は
十
一
月
八
日
か
ら
十

一
H
ま

で

と

あ

る

が
、

『
第

llnl
芸
術
祭
』
の
本
文
で
は
一

H
廷
び
て

十

．．
 uま
で
と
な

っ
て
い
る
。

本
校
収
蔵
品
展
閃
会

は
必
疫
節
お
よ
ぴ
木
校
陳
列
館
で
開
か
れ
、
占
美
術

の
名
品
と
近
代
の
秀
作
が
多
数
出
陳
さ
れ
た
。
孜
宜

と
学
小
の
作
品
展
は
棟
列
館
と
本
校
本
館
で
開
か
れ

た
が
、
こ
ち
ら
は
出
品
目
録
が
残
っ
て
い
な
い
。

運
動
会
と
仮
装
行
列
は
両
校
生
徒
全
体
で
取
り
組

ん
だ
催
し
で
あ
っ
た
。
左
に
係
且
表
（
謄
写
版
刷

り
）
と
プ
ロ
グ
ラ
ム
(

r

第
1
回
芸
術
祭
』
所
載
）
、

宜
品
表
（
謄
写
版
刷
り
）
を
掲
げ
る
。
学
級
対
抗
リ

レ
ー
の
宜
品
が
9

ナ
一
俵
と
は
、
い
か
に
も
食
fit難
に

あ
え
い
で

い
た
時
代
を
忍
ば
せ
る
。

第4卒 戦後復典期 10蹄



附
合
（
午
前
九
時
）

運
動
合
及
瑕
装
行
列
プ
ロ
グ
ラ
ム

東
京
美
術
根
校

〔
グ
〕

東
京
―

i"榮
根
校

會
場
東
京
都
々
螢
上
野
公
園
ク
ラ
ソ
ド

日
時

表 且 役 会 動 迎

じ

役

且

-. 係

名

校

名

こ

欲

竹

一

生

t

進

美

校

呆

、

桐

野

江

行

_

_

 
|

ゴ寸

m

'

|

1

ー

，

係

背

校

―

―

川
原
、
木
村

美

校

一

宮

野

、
大
塚
、
土
谷
、
叛
田

-

f

 

誘
ご
ト

一
佐
藤
、
十
H
野
、
篠
原
、
林
述
、
日
比
野

口：
器

美

校

山

下

、

大

成

、
伴
、
日

m、
島
田
、
柳
生

ー

駒
ヶ
叡
、
柳
、
林
祐
、
紙
足
、
佐
々
木

＇ 

三11
校

一
鈴

木

記

美

校

深

見

、

白

根

、

宮

川

、

伊

藤

＿
兼

子

1

ー

竺立
U

校

一
石
井
、
石
田
ッ
ャ
、
大
補
テ
ル

〗[
`
r
n
`
[

小
林
、
支

J
l
l

／ ー“ー1
_
,
i
-

一
立
U

校
山
川
応
即
、
佐
藤
（
愛
）
、
布
馬
キ
、
西
谷
、
池

mバ
汀
ー

待係沢

美

校

飯

田

大

野

、

面

江

、
鹿
島
、
開
根

9
9
 

饂

＿
立U

校

山

川

松
田
（
和
双
代
）
、
大
沼

救

美

校

川

村

、

佐

藤

小

林

、
永
田
、
藤
ケ
的

淡

1

,
1

音

校

恥

梱

、

前

田

,
'
,
＇
 

係

一十

一
月
十
二
日

プ
ロ
グ
ラ
ム

午
前
九
時

11
．
ハ
ソ
ク
ヒ
競
争

12
嫁

取

り

競

争

3
 リ
レ

ー

ー14
似

装

競

技

開

始

15
行

列

行

進

16
運
動
楊
に
反
り
閉
合

第
二
部

美
ふ
＂
引

美

・
脅
劉

美

・
秤
針

9
網
10
ラ
野
外
油
奏
及
特
別
競
技

グ

ビ

8
ム
7
 

脚

カ

デ

競

争
コ,
J

人

”ッ
9
,
9
 肌

‘
 

J
 

3
メ

ク

ラ

騎

馬

戦

4
ゼ
ス

チ
ュ
ア
競
乍

5
イ

モ

ク

ヒ

鋭

甲

6
煙

難

吸

餃

lJ

1
綱
2

ニ

第
一
部

一
、
那
火
到
祈

一
、
叫
合
の
言
梨

一
、
迎
動
競
技
開
始

千

米

百 ..,.—· 11 百

米米

匁一
5"
（
男
女
）

美
ふ
＂
到

美美

ふ
I

I

-

＝
日
米

美

・
ク

ラ

プ

百

米

災
ふ
"

f

1

1

万
十
米

百

米

q,' 
↑へ
ー秤

五

十

米

美

・
ふ
口
（
数
師
製
）

O
B
到

米

以
上
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i［ ：競技名出場校人員Iit品名 l暉全数 1合計 1備 考

I I 1--

_| | 1 

'-

-1 綱 □美男十音女□嬰悶磨鉛液 〖〗二に―ooi
| 2 二 百 米美（科別）男各科2名ノート 11:．001一人宛 15HIi-1二。ー：

I了；千ー 米一 美（科別）男 1-□ニニーロ〗→二。1 ノ｀2.00
9],9 □r]三 ―：ア＿ 1 ，三°Im| 30̀ ]。1鉛；！000
5 騎 馬 戦 1美（細ll)男 1嗜i名1鉛液 Illは―贔 2 :ース厄。；。1｝ -．9-3;0 00 

61リレーー（｀；竺三門ふ；名 1ノート 1̀［口！6011l}に。1クリーム
7 i秤 1,＼：吸競争男七男I - |10本 i| 」--l _ 160. 0 0 

l , 1クッズミ
| （百米）必＋ 11 各校8名煙卒 ;~ . ool 40本'200本130.00

8l二人一戸脚ÌI_/＿＿二三t！各芯。1]量こ
9 I ムカデ競争 男立'r.

（五十米） ＂ 煙 1,t

I美校

I I _--|:／竺I-2丘I240本1156.20i合計
煙 l’(IO* | 20本 — I ~ 1,501.00 

二1ラ:__ヒニ旦廷竺I I伍釦 If塁炭｝竺翌l9100
11 バソ クヒ競争 美男十音男1各校JO名Imマート・ 「出。 2 I 10箇
―i―---―-- - -—l_ 
12 嫁取り競争I（男女） 1各校5名宛！男ポマート． 1各l四

I 

美十音 1 ，女クリーム |10.00 
I各 2 6笠

繹 I;リ --i:*~ i;いい。名 ノート り。;,—5 冊ー1! `ili
学級対抗リレー

、It品名 ，J・11 価仝数合計，ii・ I1I9n 供額

音
（各級男女〔？〕名）IT-・依 ＇ 

校
一学級 I100. oo 純 i1・ 2,121.00 

特 m-物 競 19 一人宛
l付，沢

I 

別 2 クリーム ー箇JO円 計122箇町 120.00 必 校 455.00 I 
競

（各級女二名）

技 盲唖妓 1t I 一人 if 校 676.00
I 

I 3 ノート 一冊2|rl| 5nlI 100.00 似装 400.00
（各級男四名） 計SOIHI

碑対音校 590.oo I 
災校似装競技 似装 'it 品 400.00 Jt 2,121.00 

一般特別競技 l一般 ‘It 品 100.00 

I 
I 

----」
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仮
数
は
朋
治
i-i
+
iハ
年
の
本
校
の
美
術
祭
（
第
二
在
参
照
）
に
始
ま
り
、
昭

和
期
の
開
校
記
念
H
運
動
会
の
余
郎
と
し
て
受
け
継
が
れ
て
米
た
、
誼
わ
ば
災

術
学
校
の
伝
統
行
卜
で
あ
る
。
今
回
も
本
校
側
が
士
麻
権
を
掘
り
、
牛
徒
は
こ

と
の
ほ
か
熱
を
入
れ
、
奇
想
天
外
な
仮
装
に
郎
じ
た
。
「
仮
装
オ
リ
ソ
ヒ
ッ
ク
」

は
上
野
、
小
宮
両
校
校
長
を
は
じ
め
、
小
徒
や

一
般
の
観
客
が
大
勢
見
物
す
る

な
か
で
く
り
広
げ
ら
れ
、
卜
野
の
札
に
煤
笑
が
上
が
っ
た
。
約
田
健
氏
の
H[IIL

に
よ
れ
ば
、

一
等
牧
は
油
両
科
の
「
ロ
ダ
ン
の
幻
想
」
、
二
等
四
は
建
究
科
の

「
女
性
解
放
」
、
ii
一
等
宜
は
工
芸
科
の
「
龍
頭
観
音
」
、
四
等
宜
は
彫
刻
科
の

「真
冬
の
昼
の
軒
」

（
ヒ
グ
マ
リ
オ
ン
と
ガ
ラ
テ
ア
の
話
を
も
じ
っ
た
コ
メ
デ

ィ
ー
）
に
授
ー
す
さ
れ
た
。
各
紙
が
そ
れ
を
採
り
上
げ
た
が
、
特
に
十
四
日
付
の

写
其
新

llB
『
サ
ン
』
は
ロ
ダ
ソ
の

「
接
吻
」
「
バ
ル
ザ
ッ
ク
」
が
油
じ
ら
れ
て

い
る
勘
血
を
紙
価

ー
は
い
に
掲
載
し
、
翌
十
五
日
に
は
更
ら
に
見
開
き
で
餃
技

の
一
コ
マ
一
「
一
マ
を
紹
介
し
た
。
写
真
入
り
で
次
の
よ
う
な
記
巾
を
掲
げ
た
新

間
も
あ
る
。
そ
れ
は
、
側
か
る
い
話
凶
が
少
な
か
っ
た
と
い
う
だ
け
で
ほ
な

く
、
新
時
代
の
息
吹
が
そ
こ
に
は
っ
き
り
と
感
じ
取
れ
た
た
め
で
も
あ
っ
た
ろ

A
)
 

骰
装
オ
リ
ン
ヒ
ッ
ク

II年
閥
1
1

の
鐵
鎖
か
ら
解
き
は
な
さ
れ
て

IInrtlII
の
天
地
へ
は
ふ
り
だ
さ

れ
た
上
野
の
美
術
尿
校
、
秤
楽
が
校
の
男
女
生
徒
約
＿
―
-
千
名
1

ゲ
イ
ジ
ッ

の
名
に
於
て
そ
の

H
由
を
謳
歌
し
よ
う
と
相
談
の
結
果
が
「
第
一
阿
上
野
杜

肛
茄
m
祭
」
と
な
っ
て
去
る
七
日
か
ら
上
野
の
山
を
舞
型
に
く
り
ひ
ろ
げ
ら
れ

て
ゐ
た
が
、
そ
の
最
終
日
の
十
二
日
は
「
骰
装
オ
リ
ソ
ビ
ッ
ク
大
會
」
と
名

づ
け
て
全
生
徒
が
ド
ソ
チ
ャ
ソ
さ
わ
ぎ
を
や
っ
た

笑
ひ
妖
走

な
に
し
ろ
ゲ
イ
ジ
ッ
家
の
ク
マ
ゴ
だ
け
あ
っ
て
仮
装
も
奇
想
天
外、

プ
リ
ソ
、
烹
ん
坊
、
ピ
エ
ロ

、

チ
ャ
ッ

下
町
娯
か
ら
辮
炭
ま
で
も
と
び
だ
し
て
ま
づ

焦
則
九
時
オ
リ
ソ
ビ
ッ
ク
大
合
の
開
船
に
ち
な
ん
で
裸
馬
に
の
っ
た
裸
約
の

必
、
背
面
校

4
各

一
名
が
右
手
に
松
火
を
も
つ
て
美
校
の
校
門
か
ら
現
は
れ

動
物
園
前
版
楊
の
中
央
に
設
け
ら
れ
た
聖
火
台
に
火
を
勁
じ
、

に
つ
ぎ
つ
ぎ
と
競
技
が
行
は
れ
た

そ
れ
を
合
図

な
か
で
も
大
佛
の
山
車
ほ
観
衆
の
カ
ッ
サ
イ
を
浴
ぴ
た
が
、
大
合
の
雰
閲
紙

は
午
後
に
な
っ
て
い
よ
／
＼
悩
調
に
逹
し
つ
ひ
に
似
装
の
一
除
は
山
を
下
つ

て
殷
小
路
か
ら
上
野
郭
前
へ
と
踊
り
狂
ひ
逍
ゆ
く
人
ぴ
と
を
粥
か
せ
、
笑
は

せ
そ
し
て
あ
き
れ
さ
せ
た

（昭
和
一i
+
i
年
十

i
)
+
i
i
H
il
『時
事
新
報
』
）

華
か
な
士
野
の
杜
の
肛
伝
術
祭

去
る
七
日
か
ら
秋
の
上
野
の
杜
で
開
か
れ
た
荻
術
祭
の
終
硲
を
価
る
美
術
、

秤
榮
雨
校
＾
IIM
の
迎
動
合
は
湘
公
り
の
十
二
日
午
前
九
時
か
ら
動
物
固
前
迎

動
垢
で
蔀
々
し
く
開
催
さ
れ
た
、
全
裸
陀
で
裸
馬
に
ま
た
が
り
右
手
に
聖
火

の
松
火
を
も
っ
た
美
、
i
511

面
校
各
一
名
が
美
校
校
門
か
ら
迎
動
場
中
央
に
設

け
ら
れ
た
聖
火
点
に
理
火
を
迎
ぷ
宛
ら
オ
リ
ソ
ビ
ッ
ク
の
叫
硲
を
辿
恕
さ
せ

る
や
う
な
部
か
な
拙
楊
式
を
ト
ッ
プ
に
つ
ぎ
／
＼
と
多
彩
な
競
技
を
く
り
ひ

写〕

ろ
げ
た
が
ビ
ニ
ロ

、
黙
ン
坊
、
テ
ャ
ッ
ブ
リ
ン
、
絣
炭
、
下
町
銀
、
な
ど
卵
一

術
家
の
卵
の
秘
り
ら
し
い
華
や
か
な
骰
装
が
人
氣
を
呼
び
進
駐
軍
の
兵
隊
さ

ん
や
観
衆
の
蔽
れ
る
や
う
な
拍
手
を
浴
ぴ
た

な
ほ
午
後
は
面
校
生
徒
に
よ
る
華
か
な
瑕
装
行
列
が
上
野
の
杜
か
ら
痰
小

路
、
上
野
騨
前
へ
と
ね
り
歩
い
た
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第

一
向
芸
術
祭
は
牛
徒
た
ち
が
発
案
、

っ
た
に
も
拘
ら
ず
、

汁
両
し
、
学
校
当
屈
が
そ
れ
を
応
援

す
る
と
い
う
か
た
ち
で
行
わ
れ
た
。
孜
柑
難
と
物
狡
不
足
の
北
し
い
時
代
で
あ

か
く
も
盛
大
に
大
ら
か
に
祭
り
を
淵
き
成
功
さ
せ
た
牛
徒

た
ち
に
敬
邸
を
表
し
た
い
。

（
昭
和
二
|

i

年
十

一
月
十
四
日

『
毎
日
新
聞
』
）

一
、
講
汲
凶
Fl
及
溝
師

漆
ノ
話

束
京
必
術
学
校
教
授

松

川

権

束
ぶ
災
術
学
校
教
授

・̀‘ 府

イ

．、， 
っノ

J I ・ • 

彫
刻
ト
ギ
常
牛
活

.

i

日

-i""バ一
i

寸 ．． 

1

一月
ー
パ
ト

鋭
技
の
あ
と
、
右
の
氾
事
に
も
あ
る
よ
う
に
一
同
は
広
小
路
ま
で
錬
り
歩
い

た
が
、
本
校
側
の
生
徒
た
ち
は
余
柄
な
お
治
ま
ら
ず
、
翌
十
＝―
-
日
に
は
今
腹
は

銀
座
ま
で
仮
装
行
列
を
く
り
出
し
た
。
例
に
よ
っ
て
裸
踊
り
を
始
め
る
の
で
ほ

な
い
か
と
、
G
H
Qが
サ
イ
ド
カ
ー
で
蚊
後
ま
で
跡
を
追
い
、
休
憩
時
間
に
生

徒
が
そ
れ
を
や
ろ
う
と
し
た
が
抑
え
ら
れ
て
到
頭
で
き
な
か
っ
た
と
い
う
。
こ

れ
は
サ
イ
ド
カ
ー
に
乗
っ
て
行
っ
た

LU
原
氏
（
前
出
）
の
談
で
あ
る
。
こ
の

ll

の
こ
と
も
沿
栴
な
写
い
11
（
人
り
で
次
の
よ
う
に
報
逍
さ
れ
て
い
る
。

煤
笑
を
ま
く
行
列

K
野
必
術
限
校
瞑
装
行
列
隊
は
女
を
ま
じ
へ
て
三
百
五
十
名
が
、
十
三
日
午

削
十
時
半
ヒ
野
を
ふ
り
出
し
に
神
田
、
日
本
柚
、
銀
沌
と
練
り
歩
い
た
、
ニ

頭
の
駿
馬
に
ま
た
が
っ
た
騎
士
の
~
蹄
彿
ひ
に

I
I災
を
愛
す
る
て
ふ
乙
女
等

よ
、
こ
の
姿
を
な
ん
と
想
ふ
Ii

と
の
プ
ラ
カ
ー
ド
を
か
つ
が
せ
ロ
ダ
ソ
の
天

使
等
を
渡
衛
に
仕
立
て
る
な
ど
各
科
生
が
突
飛
な
祈
想
を
競
つ
て
も
の
し
た

勅
＜
珍
必
術
は
果
然
街
に
”
爆
笑
旋
風
II

を
咎
き
起
し
た

（
深
見
実
郎
氏
提
供
新
聞
切
抜
，
紙
名
不
明
）

⑫ 

.
、J
ー一
ーノ

―
―
 

＼
 
ノ
ー

土土士
耀耀 11/d
「II」日
. ．.  

屯 l’l
午午
後後
四 ー
時時

文

化

講

座

本
年
度
末
に
近
い
頃
、
本
校
は
文
化
講
座
を
開
い
た
。
こ
れ
は

「
文
化
日
本

建
設
の
甚
礎
は
国
民
一
般
の
教
社
の
向
上
に
あ
る
」
の
だ
か
ら
、
学
校
拡
張
の

一
哀
と
し
て
文
化
講
座
を
開
き
な
さ
い
と
い
う
文
部
省
社
会
教
育
局
長
の
通
逹

に
よ
る
も
の
で
、
文
祁
省
か
ら
経
牝
六
百
円
が
支
出
さ
れ
た
。
こ
の
通
達
は
官

公
私
立
大
学
、
W
四
守
専
門
学
校
、
師
範
学
校
お
よ
び
社
会
教
有
団
体
に
対
し
て

な
さ
れ
た
も
の
で
（
二
十
一
年
八
月
4
-
+i•
L
I)、

溝
義
内
容
に
つ
い
て
数
項

11
の
指
示
が
あ

っ
た
が
、
本
校
が
湖
い
た
講
座
は
「
文
化
の
各
伯
域
に
亙
り
、

新
文
化
建
設
の
方
向
を
示
唆
し
、
そ
の
慈
欲
昂
進
に
関
す
る
も
の
」
と
い
う
項

11
に
該
当
す
る
。
Je汀
中
は
そ
の
報
告
R
謀
江
え
で
あ
る
。

文
化
講
庄
ノ
件

栢
記
ノ
件
二
関
ッ

テ
左
記
要
項
二
依
リ
開
催

一
、
開
催
場
所
東
京
災
術
学
校
講
堂

一
、
開
催
期
日
昭
和
一
干
十
二
年

文
部
省
一
石
悶
11
致
ッ
マ
ス
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